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研究分野

流体工学、混相流 

キーワード

固気二相流、管内流、高濃度空気輸送 

研究概要

一貫して粉粒体の空気輸送に関する研究を行っています。過去には管路の急拡大損失に関する研究、管

内固気二相流の数値実験（現在本学には実行可能なプログラム言語はありません）。大粒子の空気輸送に

関する研究を行ってきました。現在は高濃度輸送において特にプラグ輸送におけるプラグ構成粒子の運動

に関する実験的研究を行っています。 

研究シーズ、テーマの内容

上記研究概要に記述したように粉粒体の管内空気輸送に関することです。 

現在は「均一球形粒子で構成された単一プラグ内粒子の挙動に関する研究」を纏めている段階のものと、非

球形粒子による単一プラグ内粒子の挙動に関して実験的研究を行っている途中のものとがあります。実験方

法は粒子表面の半分を黒く塗った粒子を混ぜたものを実験に使用し、市販の 600 f/s のビデオカメラで撮影

し、プラグの構成粒子の速度、回転速度、回転方向やプラグ長さなどをコマ送りして測定しています。非常に

原始的な方法ですが分かりやすい方法です。 

今後、非球形粒子に関する研究を終えた後は、管路に複数個のプラグが存在する場合の実験的研究を行う

予定です。

研究業績（著書・論文・その他の活動）

Investigation of the Motion of Single Plug and its Constituent Particles in a Horizontal Pneumatic Pipeline,

Proc. of International Symposium of Reliable Flow of Particulate Solids; RELPOWFLO V (2017. 6)

Investigation for properties of Single Plug during Pneumatic Conveying, Proc. of 15th International freight

Pipeline Society Symposium (2014. 6)

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

・ピッツバーグ大学のクリンチング教授と「管路のベン

ド部における粉体の挙動に関する研究」を行いまし

た(1997-1998)。 

(科研費) 「水平管内空気輸送におけるサルテーショ

ン速度に関する研究」(2005-2007)。 

(奨学寄附金) ホソカワ粉体工学振興財団(2003)。

三菱重工業株式 技術本部長崎研究所(1994)。 

管内空気輸送に関することであれば一緒に勉強する

ことが出来ると思います。 

提供可能な設備機器 なし
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研究分野 

精密加工、微細加工 

キーワード

精密、マイクロ・ナノ、研削、研磨

研究概要 

切削、研削、研磨といった機械加工技術や機械加工による機能性表面創成、 IT・IoT 技術を活用した計測・

見える化に関する研究や伝統工芸の技術化に取り組んでいます。 

研究シーズ、テーマの内容 

① 半導体デバイス材料や光学レンズの鏡面研削技術

加工物とメカノケミカル反応を有する微粒子・超微粒子を固定化・砥石として利用することにより、焼け

やスクラッチのない表面粗さ約 10nmRz の無擾乱鏡面を高速に得ることができます。 

鏡面研削加工した３インチシリコンウエハの外観と表面粗さ測定結果 

② 加工表面による液体金属の濡れ制御

次世代革新技術への利用が検討されている液体金属の濡れ性を制御する機能性表面の創成を機械

加工で試みています。 

③ IT・IoT を活用した実験実習工場の安全確保

近年の IT・IoT 技術を活用して、既存の実験実習工場の安全確保に取り組んでいます。 

④ 工具切れ味に及ぼす研磨条件の検討

動力計を用いた切削抵抗や工具寿命と工具研磨条件との関係を明確にし、最適研磨条件の探索を

行っています。 

⑤ 久留米絣・織機・括り機・巻取機の開発

職人技である久留米絣の織機・括り機・巻取機の技術化に取り組んでいます。

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1．液体ナトリウム及び液体錫による純金属の濡れ性，Vol. 85 (2021)，No. 3 pp. 110-119、日本金属学会誌

2．低融点合金の濡れ性と液体ナトリウムへの適応，No.42 Page.27-32，2020.03、久留米工業大学研究報告

3．EPD 砥石を用いた高速鏡面研削システムの開発，2013.08、砥粒加工学会学術講演会

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

半導体・光学デバイス材料の鏡面加工 

レンズ金型加工

レンズ金型研磨

液体金属の濡れ性制御

再研磨工具の切れ味評価

軟質ウレタンフォームの凹部形成

久留米絣・織機・括り機の改良と自動巻取機の開発

加工・計測関連でお困りのことがあれば、お気軽にご

相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 

1．小型 NC 微細加工機 （PMT Micro MC-3）

2．触針式表面粗さ測定装置 （小坂研究所 SE-2300）

3．走査型電子顕微鏡（SEM） （ELIONIX ESM-3200）


